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ブルーペリー3品種における収穫労力削減を目的とした房採り収穫の

検討

鈴木麻友 il ・村上覚9 ・佐々木俊之 3)

1）志太榛原農林事務所P果樹研究センターY西部農林事務所
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I 緒言

ブ〉レーペリーはポリフェノール類を多く含んでおり 4),

高い抗酸化活性や視覚改善効果を持つとされている 10).

このため，消費者ニーズが高く，国内産果実の需要が高

まり，案録音面積が増加傾向にある 9）＿ブノレーペリーの収穫

には，機械利用による収穫と手摘みによる個別収穫で行

われている 3）＿海外では，生産規模が大きいことから，機械

収穫が主流となっているが，生産規模の小さな日本国内

では，収穫機械の導入が難しい状況にある 14'.手摘み収穫

の場合，1日に収穫できる量は一人当たりで20～30Kgが限

界であり θ，年間の作業時間に占める収穫労力の割合は

72.4%と最も大きい＠．このような問題を解決する一策と

して，ブドワのように房ごと収穫する房採り収穫が提案

されており，‘ブライトウェル’では収穫労力の 71.1%の

削減が報告されている骨．しかし，他品種への適用について

は検討されておらず，労力削減を左右する品種特性につい

ても明らかになっていない．このため，本研究では，日本

国内で導入が進んでいるとされる‘ミスティ＼‘オニー

ノレ＼ ‘ブライトワェノレ’の 3品種において，房採り収穫

を行い，収穫労力の削減の検証及び実用化の可能性につ

いて検討を行うと共に，労力削減に影響を及ぼす品種特性

について考察した
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E 材料及び方法

1 .房採り収穫が収穫期と作業時間に及ぼす影響

（調査1)

供謝寸料は，浜松市北区都田町の露地ほ場で栽培された

8年生‘ミスティ’， ‘オニール’， ‘ブライトウェル’

を用いた．これまでの研究において，神谷らは，ブルーペ

リー‘ブライトウエノレ’における房採り収穫では，果房

内の果実が 8割着色した時点、で収穫を行うことが最適で

あることを報告した甘．このため，神谷らの処理方法に準

じ，果実全体が紫色に着色した時点で 1果ずつ収穫する

方法を個別収穫区，一果房内において、紫色に着色した

果実数が 8割に達した時点で，果房を収穫する方法を房

採り収穫区に設定し，それぞれ 5樹ず勺供試した．収穫

は， 2～3日間隔で果実の着色を確認し，それぞれの処理

基準を満たした果実あるいは果房から収穫を行った．また，

収穫作業は24歳女性1名が行なった．

調査は，収穫期及び収穫にかかる作業時間について行

った．収穫期については，収穫開始日，収穫盛期日，収穫

終了日，収穫回数を調査した．収穫開始日は，全収量の2

割を収穫し終えた日，収穫盛期日は，全収量の 8割を収

穫し終えた日，収穫終了日は，全収量を収穫し終えた日

とした．収穫回数は，収穫を行った回数とした．

収穫にかかる作業時間は，個別収穫区では，果実を収穫

した時間のみ，房採り収穫区では果房ごとに収穫した時

間と収穫後に果房から果実をとり外す時間を調整時間と

し，その合計を作業時間としたなお，調整時間には健

全果以外の未熟果などを取り外す時間も含めるものとし

表1房採り収穫がブルーペリー3品種の収穫期に及ぼす影響

品種 収穫方法 収穫開始日 3)

ミスティ
房採り収穫 6月15日 2)

個別収穫 6月9日

オニーノレ
房採り収穫 6月10日

個別収穫 6月2日

ブライトウェノレ
房採り収穫 7月16日

個別収穫 7月9日

ミスティ 6月12日b

平均 オニーノレ 6月6日c

ブライトウエノレ 7月12日 a

平均
房採り収穫 6月23日

個別収穫 6月16日

品種U0
有意性l) 収穫方法(B) n.s. 

A×B n.s. 

！）＊＊は1%、＊は5%有意差あり、nsは有意差なし

21Tukey検定により、同一符号聞に有意水準5%で有意差なし
3）全収量の2割を収穫した日、

4）全収量の8割を収穫した目、

防全収量を収穫し終えた目、

ω収穫を開始してから収穫を終えた日までに収穫を行った期間
1）収積を開始してから収穫を終えた日までに収穫を行った回数

収穫盛期日4)

7月7日

7月7日

6月15日

6月12日

7月24日

7月21日

7月6日 b

6月13日 c

7月22日a

7月5日

7月2日

n.s. 

n.s. 

た．

2.房採り収穫が収量脱粒率及び果実品質に及ぼ

す影響（調査2)

調査は，収穫期，作業時間，収量性，脱粒性，果実品質

について行った．

収量については，収穫した果実の合計を 1樹当たりの

収量として調査した．また，房採り収穫区では，脱粒率

を調査した．収穫前の脱粒率は，果実のついていない果

柄数を調査し，算出した．収穫後の脱粒率は，水平振と

う機（RIKEN）を使用し， 1房ずつ 10伽pmで 1分間振動を

与えてから脱粒数を調査し，算出した．果実重は，全重

量と総果数から算出した．果実品質は，果実重，糖度，

クエン酸U含量を調査した．糖度とクエン酸含量は，個別

収穫区では，無作為に 15果サンプリングし，房採り収穫

区では，調査日に収穫した全果実を使用し，調査した糖

度は，デジタノ叶窮度計（DBX-55A,アタゴ）を用いて測定

した．クエン酸は，O.lmol/l水酸化ナトリウムに対する滴定

量を測定し，算出した．

E 結果

1 .房採り収穫が収穫期と作業時聞に及ぼす影響

（調査1)

開采り収穫が収穫期に及ぼす影響を表1に示した．

蔚采り収穫することにより，収穫開始日，収穫盛期日，

収穫終了日に有意な差がなかった．収穫期間は，房採り収

穫が個別収穫より短くなった．特に，‘オニール’は収穫

期聞がおよそν2になった．収穫回数は，房採り収穫するこ

収穫終了目白） 収穫期間6) 収穫回数7)

7月30日 45.2 b 13.4 b 

8月5日 57.0 a 19.6 a 

6月22日 12.6 b 5.4 b 

7月7日 35.2 a 10.8 a 

7月31日 15.4 b 6.6 b 

8月3日 26.8 a 11.0 a 

8月2日 a 51.l a 16.5 a 

6月30日b 23.9 b 8.1 b 

8月2日 a 21.l b 8.8 b 

7月18日 24.4 a 8.5 a 

7月26日 39.7 b 13.8 b 
ヲ訟＊

n.s. ＊す

n.s. ＊＊ ラ訟＊
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表2房採り収穫がブルーベリ－3品種の果実lKgあたりの作業時間に及ぼす影響

品種 収穫方法 収穫時間3) 調節目寺関心 合計

ミスティ
房採り収穫 17分21秒 14分31秒 31分52秒

個別収穫 31分57秒 31分57秒

オニール
房採り収穫 14分44秒 10分55秒 25分39秒

個別収穫 21分25秒 21分25秒

ブ、ライトウェノレ 房採り収穫 7分50秒 10分13秒 18分3秒
個別収穫 24分9秒 23分45秒
ミースアーイ 24分37秒 a 14分31秒 a 31分50秒 a

平均 1 オニール 18分4秒 ab 10分55秒 b 28分41秒 a
ブ、ライトウェノレ 15分47秒 b 10分55秒 b 20分53秒 b

平均
房採り収穫 13分16秒 25分42秒
個別収穫 25分7秒 25分8秒
品種（A) 台 ** ** 

有意性I) 収穫方法(B) ＊＊ n.s. 

AxB n.s n.s. 

！）＊＊は1%、＊は5%で有意性あり、n.s.は5%水準で優位性なし
2)Tukey検定により、同 符号聞に有意水準5%で有意差なし
' 3）個別収穫は果実をl果実づっ収穫した時間、房採り収穫は房ごと収穫した時間
4）房から果実を分離する時間

表3房採り収穫がブルーペリー3品種の1樹当たりの収量に及ぼす影響

品種 収穫方法 収量（g)

ミスティ
房採り収穫 1361. 7 b2l(39)3l 

個別収穫 3506.7a(100) 

オニーノレ
房採り収穫 833.2 a(63) 

個別収穫 1317.8 a (100) 

フ守ライトウェノレ
房採り収穫 1046.1 a(64) 

個別収穫 1647.3 a(lOO) 

ミスティ 2436.1 

￥均 オニール 1075.5 

ブライトウェノレ 1346.7 

平均
房採り収穫 1081.7 

個別収穫 2157.2 

品種（A) ** 
有意性！） 収穫方法（B) ＊＊ 

A×B ＊＊ 

！）＊＊は1%で有意差あり、n.s.は5%水準で有意差なし
2>Tukey検定により、同一符号聞に有意水準5%で、有意差なし
3) ( ）内の数値は、個別収穫を100とした割合

房数／株

111.8 

61.8 

96.0 

111.8 a 

61.Sb 

96.0 a 

＊女
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とにより，およそ2/3回ビ短縮された．また，品種別では，収

穫期間の短い‘オニーノレ＼‘ブライトウェル’で収穫回

数が少なく，およそ半分になった．

果実立g当たりの収穫調査・調整に係る作業時間につ

いては，表 2に示した．収穫にかかった合計時聞を各処

理方法で比較すると， lkgあたりの収穫時間は，房採り収

穫することにより短縮された．個別収穫ではミスティが 32

分，オニールが 21分，ブライトウェルが 24分かかった．一

方，房採り収穫では，ミスティでは立gあたりの収穫時間

は個別収穫と比較し，ミスティで ν2，オニールで、 2/3，ブラ

イトウェノレで、 ν3程度に短縮された．特に， ‘ブライトウ

エノレ’では‘ミスティ’， ‘オニール’の収穫時間と比

べて短い傾向にあり，調整時間を入れた合計の作業時聞

が実萌首された．また ‘オニール’では収穫時間に調整時

聞を入れると、その作業時聞が個別収穫より 5分程度長

い傾向にあった．
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ついて表6に示した．果実重は房採り収穫すること

表4房採り収穫がブルーペり－3品種の脱粒率に及ぼす影響

品種 収穫前の脱粒率（弛）の 収穫後の脱粒率（%） 3) メき、舌cl-
Eコロ！

ミスティ

オニール

ブライトウェノレ

t検定1)

0n.s.は5%水準で有意差なし

17.7 a2) 

17.5 a 

18.4 a 

n.s. 

11.7 a 29.4 a 

8.6 a 26.1 a 

7.0 a 25.4 a 

n.s n.s. 

2）収穫前の脱粒率＝果実のついていない果柄数／（果実のついていない果柄数＋全果実数）×100
3）収穫後の脱粒率＝脱粒数／（果実のついていない果柄数＋全果実数）×100

表5房採り収穫による未熟果混入率

品種

ミステイ

オニール

ブ、ライトウエノレ

l)成熟果よりも小さく、円形でない果実

未熟果混入率（%）！）

22.0 

17.3 

16.5 

2.房採り収穫が収量脱粒率及び果実品質に及ぼ

す影響（調査2)

1樹当たりの収量については，表 3に示した収量につ

いては房採り収穫により，減少した．特に，3品種の中で最

も収量が多い‘ミスティ’の房採り収穫区で明らかに減

少し， ‘オニール’， ‘ブライトウェル’においても減

少傾向にあり，その減少程度は品種により差があることが

示された．この一要因として，房採り収穫区の脱粒が考え

られたため，脱粒性についても調査した（表 4）.その結果，

房採り収穫区では，8害lj着色で収穫する前とその後で脱粒

することが確認された．さらに，房採り収穫区では 16.5～

22.聞の割合で未熟果が含まれることが確認された（表5).

房採り収穫が 3品種の果実品質に及ぼす影響に

により，有意な差がなかった．糖度は房採り収穫区で

高かった．特に，‘ミスティ＼ ‘オニーノレ’では房

採り収穫区で高くなった．クエン酸合量は房採り

収穫区で、低かった．特に，‘オニール＼ ‘ブライト

ウエノレ’では房採り収穫区で低くなった．

N 考察

房採り収穫では，収穫開始日，収穫盛期日，収穫終了日

に有意な差がなかった．しかし，3品種ともに，果房内の果

実が 8割着色に達してから収穫するため，収穫開始日，収

穫盛期日が遅くなり，収穫終了日が早くなる傾向にあった．

そのため，収穫期聞が短縮され，収穫回数も減り，作業日数

の短縮が可能であと考えられる．また，1樹当たりの収穫

時間においても，3品種ともに，房採り収穫することでν3

～四に短縮されたことから，房採り収穫することにより，

収穫労力の削減が可能であることが示唆された．これま

での研究において，中玉トマト‘カンパリ’では，房採り

収穫することで，収穫作業の省力化が確認されている 12l.

本研究においても，収穫作業の時間短縮が認められたた

表6房採り収穫がブルーペリー3品種に及ぼす影響
品種 収穫方法 果実重（g) 糖（Brix) クエン酸含量（%）

ミスティ
房採り収穫 1.2 2) 13.1 a 0.16 a 

個別収穫 1.0 11.8 b 0.17 a 

オニール
房採り収穫 2.1 14.0 a 0.19b 

個別収穫 1.5 10.Sb 0.36 a 

ブ、ライトウェノレ
房採り収穫 1.4 14.9 a 0.17 b 

個別収穫 1.4 14.3 a 0.24 a 

ミスティ 1.1 c 12.5 b 0.17 b 

平均 オニーノレ 1.8 a 12.4 b 0.28 a 

ブ‘ライトウェノレ 1.4 b 14.6 a 0.19 b 

平均
房採り収穫 1.5 14.0 a 0.17 

個別収穫 1.3 12.3 b 0.25 

品種（A) ＊＊ ＊＊ ＊＊ 

有意性1) 収穫方法(B) n.s. ＊＊ ＊コた

A×B ns ~＊ ** 

！）＊＊は1%水準で有意差あり、叫土5%水準で有意差あり、n.s.は5%水準で有意差なし
2)Tukey検定により、同一符号聞に有意水準5%で有意差なし
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め，新しい収穫方法としての可能性が考えられる．

房採り収穫の収量出こついては， 3品種ともに収量の減

少が確認されたが，その減少程度は品種によって差があ

った．収量が減少した原因のーっとして，房採り収穫で

は未熟果も収穫していること，収穫するまでに果実が脱

粒することが原因であると考えられた．さらに，収穫し

た後にも脱粒することが確認された．これらの脱粒は，

収穫期の果房内における果実の成熟度にばらつきがある

ため，先に成熟した果実が落果していると考えられる．

ブルーペリーの花房内の個々の花は徐々に咲くため，開

花期間は 2～3週間かかる．この開花期のずれが収穫期の

ずれとなり，果房内の各果実の成熟が揃いにくくなって

いる ll.果房内で果実の着色にばらつきが生じたと考えら

れる．そのため，房採り収穫を行うには，果房内の果実を

の生育を均一に成熟させる対策を検討する必要がある．対

策のーっとして，植物生長調整剤の利用が考えられる．ミ

ニトマトの房採り収穫では，エスレノレを利用し，果房内

の果実を均一に熟成させる技術が示されている 13).ブル

ーペリーにおいても，同様の技術が利用できるか検討す

る必要があると考える．また，本実験で、行った 3品種にで

は脱粒率による差がなかったが小林らの報告では果実と

果柄の着色5邸主が異なるため，品種で脱粒のしやすさが具

なることが示唆されている al_ このため，房採り収穫にお

いては，着色後の果実の脱粒のしにくさは，果房内の着

色割合を増やし，収量の減少率を減らすために重要な形

質であると考えられたさらに，これまで、，果実の果柄

痕の小さな品種は日持ち性に優れるといわれている 2l.果

柄痕が大きいと収穫直後から果汁が出るため，カビの発

生や水分の損失が起こるので l自，個別収穫では容易に離

脱する特性が好まれる．しかし，房採り収穫では果柄に

長く着生していることが望ましく，果実と果柄との着生

が強い特性を持った品種が適していると考えられる．

房採り収穫における効果は，本研究で調査した 3品種

で異なり，品種間差があると考えられる．特に， ‘ブライ

トウェル’では‘ミスティ’， ‘オニール’の収穫時間

と比較し大幅に包縮された．これは， ‘ブライトウェ

ル’は他 2品種よりも果房内の果実の着色が揃いやすく，

8割着色の判断がしやすかったためと考える．また，脱粒

等による収量の減少が最も低いことや調整時間を入れて

も，作業時聞が 24.倒短縮されるため，本研究の中では，

‘ブライトウェル’が房採り収穫を行うのに最も適してい

ると考えられる．

房採り収穫した果実の品質においては，品種による差

が認められたが，果実重は大きくなる傾向にあった．また，

糖度は個別収穫より高く，クエン酸含量は低くなった．

このことから，房採り収穫した果実は，成熟が進んでい

ると思われる．また，果実の外観品質について，小林ら

8は， ‘スパータン’ ‘ブルークロップ＼‘ダロー’

‘ディクシー’の4品種において，個別収穫区と房採り収

穫区における保存前後の果実品質の比較を行い，房採り収

穫における特性を調査した．その結果，房採り収穫した果

実は，果重がやや小さく，果実硬度，糖度，クエン酸含

量のばらつきが個別収穫に比べて，大きし、傾向を示した

が，それらの収穫保存後の果実サイズの減少率は小さく，

果実表面の萎縮も少ないことから外観的品質がよいとさ

れている sl.このことより，外観的な品質が良いことか

ら，房採り収穫した果実は，幅広く利用できるのではな

いかと考えられる．当初，房採り収穫された果実は，現状

通りの粒での出荷を考えていたしかし，果実の着生が強

い品種を選択すれば，ブドウのような房での出荷も検討

できると考えられる．房ごとの出荷であれば，本研究のよ

うに房から果実を取り外す調整時間を必要とせず，特に，

ブライトウェルで、あれば，収穫する時間のみであるた

め，ν3の収穫時間となる．一方，収量の減少が課題となる
が，植物生長調整剤を活用し，房内の果実の生育を均一に

させることで，混入していた未熟果 16.5%を肥大促進し，

健全果や早期に脱粒した果実との着色のばらつきを減ら

す．あるいは，果実の生育が均一である品種を選択すれば，

房採り収穫櫛時の導入が可能であると考える．また，加工

原料としても，搾汁を目的とする場合は，房ごと加工でき

る方法の開発により作業時間の短縮が期待できる．

本研究では，収穫労力の削減を目的とし， 3品種とも

に収穫時聞が矧昔されることを確認できた．しかし，房採

り収穫は調整時間を含めた場合，‘オニール’では，作業

時聞が個別収穫より上回った．また，房採り収穫では，果

房内の果実が 8割着色するまで収穫を行わないため，先

に着色した果実が脱粒したり，未熟果も収穫しているた

め，収量が減少した房採り収穫は，収穫時間の包縮効

果や品種聞の脱粒率があったことから，適した品種を選

択する必要があると考えられた．

本研究で考えられる房採り収穫に適した品種の条件は，

果房内の開花が揃っていて果実が一斉に成熟すること，

成熟が進んでも脱粒しにくいことが必要であると考えら

れた

本研究で用いた 3品種の中では，収穫時間の短縮効果

がもっとも高く，収量の減少率や脱粒率も他 2品種より

も低かった‘ブライトウェル’が房採り収穫に最も適し

ていると考えられる．
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V 摘要

国内におけるブルーペリーの収穫は，一果ずつ手摘み

で、行っているため，収穫労力の負担が大きい．そこで，

本研究ではブルーペリー3品種にっし、て，房採り収穫を行

い，その収穫労力削減の検証を行った．その結果，いず

れの品種も房採り収穫を行うことにより，収穫時間及び

収穫回数の短縮が認められたが，収量が減少する傾向にあ

った．その原因として，房ごと収穫する前と後に脱粒し

てしまうことが考えられた．そのため，房採り収穫には，

適した品種を選択する必要がある．房採り収穫に適した

品種としては，果房内の果実の成熟が均一であること，

果実と果柄との着生強度が強く，脱粒しにくいことが挙

げられた．本研究で検証した 3品種の中では、 ‘ブライト

ウェル’が適していると考えられたまた，果実サイズの

減少や果皮表面の萎縮が少なく，外観的な品質が良いとい

う報告があることから， 1粒ずつの出荷だけでなく，ブド

ウのように房ごと出荷できることが期待される．

謝辞

本稿をまとめる当たり，ご協力いただいた果樹研究セ

ンター，編集委員の皆様に厚くお礼申し上げる．

引用文献

1）車敬愛・堀内尚美・鈴木栄・萩原勲

(2009）：ブ？ルーペリー果実品質に及ぼす収穫時期お

よび成熟時期の影響．園学研，8（別 2)417.

2)Cline,W.0.(1996) : Postharvest infection of 

highbush blueberries following contact with 

infected surfaces. HortScience,31, 981～983. 

3)Eck,P.(198S):Blueberryscience. Rutgers Univ. 

Press, N. J,p200～203. 

4）石川｜駿二・岩垣駿夫（2005）：ブルーペリーの栽培．

誠文堂新光社，p150.

5）石川俊二・小池洋男（1985）：ブルーペリーの作り

方．農山村漁村文化協会，p33～36.
6）岩垣敏夫・石川駿二（1985）：ブルーペリーの栽培

誠文堂新光社， P120.

7）神谷健太・村上覚・佐々木俊之（2013）：収穫労力

削減を目的としたブルーペリー“ブライトウェル”

における房採り収穫の検討．園学研，8（別 2)417.

8）小林幹夫・堀内尚美・大村正敏・車敬愛・萩原勲

(2011）：ブルーペリー4品種における個別収穫およ

び房どり収穫した果実の品質比較.Hort10(4),507～

511. 

9）間苧谷徹・小野裕幸・木原武士・仙台谷峰彦・

宇田川美代子（2006a）：特産果樹．日本果樹種苗協

会，p223.

10）間苧谷徹・小野裕幸・木原武士・仙台谷峰彦・

宇田川｜美代子（2006b）：特産果樹．日本果樹種苗協

会，p270.

11）本居聡子（2005）：ブルーペリーの鮮度保持技術．

果実日本， 60,32～35.

12）大久保進一・長尾明宣（2009）：中玉トマト「カン

パリ」の房どり収穫が収量性、果実品質および作業

省力性に及ぼす影響．北海道立農試集報，93,61～66.

13）太田勝己・伊藤憲弘・細木高志・遠藤浩司

(1992) ．エスレルおよびアブシジン酸処理による

ミニトマト房どり法について．聞学研， 61(1)49～53.

14）山岸主門・伊藤憲弘・武田久男・慶瀬佳彦

(2002）：旧枝で振動させた場合のブルーペリー果実

の離脱状況．農作業研究， 37(3),169～176.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org

